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(百万円未満切捨て)
１．平成26年３月期の連結業績（平成25年４月１日～平成26年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期 261,410 7.2 12,270 3.2 13,309 8.3 7,321 3.0

25年３月期 243,798 7.4 11,886 9.0 12,293 9.8 7,109 27.2
(注) 包括利益 26年３月期 8,162百万円(△12.8％) 25年３月期 9,356百万円( 61.9％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

26年３月期 65.96 ― 4.8 6.5 4.7

25年３月期 64.05 ― 4.9 6.3 4.9
(参考) 持分法投資損益 26年３月期 81百万円 25年３月期 △111百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

26年３月期 208,004 155,308 74.4 1,393.46

25年３月期 200,512 150,264 74.6 1,348.07
(参考) 自己資本 26年３月期 154,669百万円 25年３月期 149,631百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

26年３月期 13,881 △15,926 △2,675 37,681

25年３月期 17,183 △8,822 △2,950 42,204
　

　　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年３月期 ― 12.50 ― 12.50 25.00 2,774 39.0 1.9

26年３月期 ― 12.50 ― 12.50 25.00 2,774 37.9 1.8

27年３月期(予想) ― 12.50 ― 12.50 25.00 36.0

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 128,000 2.0 6,100 5.9 6,300 1.4 3,700 2.5 33.33

通 期 266,000 1.8 13,000 5.9 13,500 1.4 7,700 5.2 69.37
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年３月期 115,000,000株 25年３月期 115,000,000株

② 期末自己株式数 26年３月期 4,003,441株 25年３月期 4,003,441株

③ 期中平均株式数 26年３月期 110,996,559株 25年３月期 110,996,603株
　

　

(参考) 個別業績の概要
１．平成26年３月期の個別業績（平成25年４月１日～平成26年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期 213,490 0.9 4,593 5.1 10,713 19.2 7,410 14.5

25年３月期 211,613 7.7 4,368 21.7 8,984 5.8 6,471 3.9
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

26年３月期 66.76 ―

25年３月期 58.30 ―
　

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

26年３月期 189,907 147,635 77.7 1,330.09

25年３月期 187,485 143,011 76.3 1,288.32

(参考) 自己資本 26年３月期 147,635百万円 25年３月期 142,998百万円
　

　

　

※ 監査手続の実施状況に関する表示
　この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基
づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績

（１）経営成績に関する分析

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の金融緩和政策に伴う円安・株高の進行や、消費税率引き上げに伴

う駆け込み需要などにより、企業収益の改善、個人消費の増加等、景気は緩やかに回復してきました。海外につき

ましては、中国などの新興国経済の減速懸念などの下振れリスクもあり、不透明な状況で推移しました。

ビジネスフォーム業界におきましては、一部の市場で需要の回復は見られましたが、引き続き企業の経費削減の

徹底や競争激化による価格低下、ＩＴ化・ネットワーク化の進展により、厳しい経営環境となりました。

このような状況のなか、当社グループは価値創造型企業への変革を基本方針として掲げ、成長戦略の推進と経営

基盤の強化に取り組みました。

成長戦略の推進につきましては、子会社化した株式会社ジェイ エスキューブとの連携やビジネスプロセスアウ

トソーシング(ＢＰＯ)の拠点として日野センターを開設するなど、データ・プリント・サービス（ＤＰＳ）を核と

したＢＰＯへの領域拡大を図り、事業基盤の強化を図りました。また、増加するウェブ化・ＩＴ化ニーズに対応し

て、情報通信技術（ＩＣＴ）分野の新事業・新サービスの開発を推進するとともに、新商品の開発・拡販と有望市

場の開拓による商品事業の拡大に取り組みました。海外市場におきましては、香港・シンガポール市場の深耕を図

りました。また、資本業務提携した浙江茉織華印刷有限公司との連携による中国市場の開拓とともに、海外グルー

プ企業との連携によるＡＳＥＡＮ市場の開拓に努めました。

経営基盤の強化につきましては、製造拠点の集約、生産性向上の追求、材料費低減など、徹底した製造コストの

削減により、収益力の強化を図りました。また、より高度な情報セキュリティー体制の実現と事業継続性の対応力

強化を目的として、凸版印刷株式会社と共同でグループデータセンターを構築するなど、ＩＴ基盤の強化に取り組

みました。

　以上の結果、前連結会計年度に比べ売上高は7.2％増の2,614億円、営業利益は3.2％増の122億円、経常利益は8.3

％増の133億円、当期純利益は3.0％増の73億円となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

印 刷 事 業 売 上 高 2,059億円（対前連結会計年度 4.6％増）

セグメント利益（営業利益） 137億円（対前連結会計年度 5.3％減）

ビジネスフォーム（ＢＦ）では、経費削減の徹底、競争の激化による価格低下や電子化に伴う需要量の減少はあ

ったものの、利用者にとっての分かりやすさ、伝わりやすさを追求するユニバーサルデザインや、帳票を中心とす

る印刷物の調達業務を一括受託する企画・提案を推進しました。また、企業のシステム変更に伴う帳票改訂や周辺

印刷物、帳票・文書の電子化、さらには消費税増税に伴う需要などの取り込みにより、前年から増収となりました。

ＤＰＳは、通知物の電子化に伴う需要の減少や仕様の簡素化、競争激化による単価ダウンはあったものの、顧客

の囲い込みに向けた販売促進用ダイレクトメール（ＤＭ）などの拡販や、プリント業務一括アウトソーシング需要

の取り込み、さらには株式会社ジェイ エスキューブの子会社化を含めたＢＰＯ受託の増加などにより、前年から増

収となりました。

なお、徹底した製造コストの削減を図りましたが、新工場建設による減価償却費やグループデータセンター構築

に伴う費用の増加などもあり、営業利益における収益性は低下しました。

以上の結果、印刷事業では前年に比べて売上高は増加し、セグメント利益は減少しました。

商 品 事 業 売 上 高 554億円（対前連結会計年度 18.2％増）

セグメント損失（営業損失）(△) △０億円（対前連結会計年度 － ）

サプライ品は、当社が保有するウェブ購買システムを活用した一括受注提案を推進するとともに、販売促進用ノ

ベルティーや運輸業界をターゲットに海外市場も含めて高機能保冷材の拡販を図りましたが、オフィス用品の販売

価格の下落や、トナー販売の減少などにより、前年から減収となりました。

事務機器関連では、企業におけるメーリング業務のアウトソーシング化による需要減はあるものの、通販市場の

拡大に伴い運輸業界で増加する事務機器需要の取り込みや、小売業や医療機関などへのカード発行システムの拡販、

株式会社ジェイ エスキューブのスキャナー・入力機器類の販売などが加わったことにより、前年から増収となりま

した。

なお、付加価値の高い商品の拡販に加え、仕入価格の低減や低差益受注の見直しなどにより営業利益における収

益性は改善しました。

以上の結果、商品事業では前年に比べて売上高は増加し、セグメント損失は縮小しました。
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区分

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

伸率
（％）

印刷事業 196,883 80.8 205,945 78.8 9,062 4.6

　（内ＤＰＳ） (98,164) (40.3) (104,035) (39.8) (5,870) (6.0)

商品事業 46,915 19.2 55,464 21.2 8,549 18.2

計 243,798 100.0 261,410 100.0 17,611 7.2

　
今後の見通しにつきましては、各種の政策効果が下支えする中で、海外景気の下振れリスクや、消費税率引き上

げに伴う駆け込み需要の反動など、当面は不透明な経営環境が予想されます。

　ビジネスフォーム業界におきましては、ＩＴ化・ネットワーク化、競争の激化に伴う価格の下落に加えて、人件

費や原材料費、物流費等の上昇が懸念され、引き続き市場環境は厳しいものと考えられます。

　このような中、当社グループは、「印刷事業」「ＩＣＴ事業」「商品事業」「海外事業」の４つの事業の戦略実行力

を高め、安定的な成長を実現するとともに、市場ニーズを的確に捉え、経営基盤をより強固なものとするための投

資と徹底したコスト削減に取り組み、企業体質の強化と業績の向上に努めてまいります。

翌連結会計年度の業績見通しとしては、売上高2,660億円、営業利益130億円、経常利益135億円、当期純利益77

億円を見込んでおります。
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（２）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

資産の部

資産合計は、前連結会計年度末に比べ74億円増加し2,080億円となりました。これは主に受取手形及び売掛金が72

億円増加したことによるものであります。

負債の部

負債合計は、前連結会計年度末に比べ24億円増加し526億円となりました。これは主に支払手形及び買掛金が17億

円、電子記録債務が15億円、未払費用が12億円増加し、営業外電子記録債務が26億円減少したことによるものであ

ります。

純資産の部

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ50億円増加し1,553億円となりました。これは主に利益剰余金が45億円増

加したことによるものであります。

② キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度に比べ45億円減少し、

376億円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動により得られた資金は、前連結会計年度に比べ33億円減少し138億円となりました。これは主に収入では

税金等調整前当期純利益120億円、減価償却費83億円、仕入債務の増加額23億円、支出においては売上債権の増加額

43億円、法人税等の支払額48億円によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果支出した資金は、前連結会計年度に比べ71億円増加し159億円となりました。これは主に収入では

投資有価証券の売却及び償還による収入21億円、支出においては有形固定資産の取得による支出132億円、投資有価

証券の取得による支出24億円によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果支出した資金は、26億円となりました。これは主に配当金の支払額27億円によるものであります。

（３）利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当予想

当社は新しい企業価値の創造に向け、情報管理ソリューション企業を目指しております。その事業展開や事業拡

大に必要な研究開発、合理化に向けた設備投資および新規事業の開拓のため、内部留保の確保を基本方針と致しま

す。また、株主の皆様に対する利益還元策につきましては、中長期に株式を保有していただけるよう、安定的な配

当を基本とし、業績と配当性向を勘案のうえ、決定致します。

当連結会計年度の中間配当金につきましては、１株につき12円50銭とさせていただきました。なお、期末配当金

につきましては、１株につき12円50銭とさせていただく予定であります。これにより年間配当金は25円、配当性向

は37.9％となります。

翌連結会計年度の配当金につきましては、25円を見込んでおります。
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２．企業集団の状況

当社の企業集団は、当社、親会社、子会社22社および関連会社４社で構成されており、その主な事業内容と当社お

よび関係会社の当該事業に係る位置づけ、ならびにセグメントとの関連は次の通りであります。

これら関係会社のうち複数の事業に係わる会社がありますが、主要な事業項目で表示しております。

なお、下記の区分はセグメントと同一の区分であります。

区分 主な事業内容 主要な関係会社

印刷事業

連続フォーム、シートフォーム、応用用紙、統
一伝票、封筒、カタログ、パンフレット、チラ
シ、カード、電子メディア関連業務、データ・
プリント・サービス(ＤＰＳ)、ビジネス・プロ
セス・アウトソーシング（ＢＰＯ）、運送取扱
業および倉庫業等

当社、トッパン・フォームズ・セントラルプ
ロダクツ㈱、トッパン・フォームズ東海㈱、
トッパン・フォームズ・サービス㈱、トッパ
ン・フォームズ関西㈱、トッパン・フォーム
ズ西日本㈱、山陽トッパン・フォームズ㈱、
㈱トスコ、㈱ジェイ エスキューブ、トッパ
ン・フォームズ(香港)社、トッパン・フォー
ムズ(シンガポール)社、Ｔ．Ｆ．カンパニー
社

商品事業

サプライ品、機器類の販売・保守・修理等、情
報処理に関するシステム開発・設計、インター
ネットを利用した情報処理サービス・決済処理
業務

当社、トッパン・フォームズ・オペレーショ
ン㈱、テクノ・トッパン・フォームズ㈱、Ｔ
Ｆペイメントサービス㈱、㈱ジェイ エスキュ
ーブ

　
事業の系統図は、次のとおりであります。

　

(注) １ ○印は、連結子会社 ※印は、持分法適用会社

　 ２ 複数のセグメントに係る事業を営んでいる子会社は、主たる事業のセグメントにおいて会社名を記載して

おります。
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

　当社グループは、「顧客志向」を基本姿勢とし、時代のニーズを先取りした総合的な情報管理ソリューションの提

供により、「信頼される企業」を目指しております。

　そのため、長年にわたって培ってきたノウハウをもとに、先端技術を活用した顧客満足度の高い広範囲な情報ソリ

ューションサービスの提供と、製造システムの効率化による徹底したコスト削減を行い、事業基盤の整備を図るとと

もに、情報管理分野における確固たる地位の確立に向け、事業領域の拡大に努めてまいります。

（２）目標とする経営指標

　当社グループは、収益性ならびに投資効率の向上に向け、市場環境の変化に対応した販売戦略の構築、製造体制の

再編、コスト構造の改革などを推し進め、企業価値の最大化を図ってまいります。

　具体的には、連結自己資本当期純利益率（連結ＲＯＥ）の向上を目指すとともに、利益については、本業の収益力

を表す営業利益の拡大に注力致します。

（３）中長期的な会社の経営戦略および対処すべき課題

当社グループの主力事業であるＢＦ、ＤＰＳは、顧客業務のＩＴ化・ネットワーク化による構造的な変化に伴い、

市場の成熟化が進んできております。

　こうした事業環境の中で、持続的な成長の実現に向けて、当社グループは「価値創造型企業への変革」を基本方針

として掲げ、「強い現場力」「圧倒的な差別化」「強固な財務基盤」「社会に評価される企業」を課題として設定いたし

ました。

この課題に対処すべく、「成長戦略の推進」「経営基盤の強化」を重点施策として、活動を進めてまいります。

１）成長戦略の推進

「印刷事業」「ＩＣＴ事業」「商品事業」「海外事業」それぞれの事業基盤を強固にしてまいります。

① 印刷事業の深耕

印刷事業につきましては、ＢＦ、ＤＰＳで培ったデジタルプリント技術と最高水準の情報セキュリティー体

制、可変データの運用ノウハウを活用したパーソナルな印刷物の用途開発、サービス開発および付加価値の高い

製品開発を進めてまいります。また、利用者にとっての分かりやすさ、伝わりやすさを追求するユニバーサルデ

ザインなど、顧客のコミュニケーションや業務プロセスをより効率的、効果的に改善する企画提案力を強化する

ことなどにより、市場シェアの拡大を図ります。さらに、株式会社ジェイ エスキューブとの連携によるソリュ

ーションを推進するとともに、ＢＰＯ拠点である日野センターを最大限に活用し、自治体や金融機関などを中心

に増加するＢＦ、ＤＰＳを核としたＢＰＯニーズを取り込み、事業領域の拡大を図ってまいります。

② ＩＣＴ事業の推進

ＩＣＴ事業につきましては、印刷とデジタルを組み合わせた独自のメッセージソリューションの開発を推進い

たします。また、国内トップシェアであるＩＤカード分野へのリソース集中によりカードのシェア拡大を図りま

す。さらに、セキュリティー用途や製造・医療現場での活用など、有望分野へのＲＦＩＤソリューションの展開

を強化するとともに、主要電子マネー決済プラットフォームの早期構築によるＮＦＣ決済ビジネスの推進などに

より、新たな収益基盤を確立してまいります。

加えて、当社が独自開発した銀塩インキによる電子機器への立体配線印刷の実現など、中期的視点で市場を見

据え、次世代製品の開発を行ってまいります。

③ 商品事業の強化

商品事業につきましては、当社が保有するウェブ購買システムによる一括受注を推進するとともに、マーケテ

ィング活動の強化により、付加価値の高いオフィスサプライ商品の拡充を図り、シェアの拡大を進めてまいりま

す。また、機器については、スキャニング機器の販売に強みを持つ株式会社ジェイ エスキューブと、メーリン

グ機器など事後処理機に強みを持つテクノ・トッパン・フォームズ株式会社との連携を強化し、トータルソリュ

ーション提案を推進するとともに、クロスセル活動の強化などにより市場を深耕してまいります。

さらに、環境・物流・医療・医薬などの有望市場をターゲットに高付加価値商品を企画開発し、商品事業の強

化を図ります。
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④ 海外事業の拡大

海外事業につきましては、データ・プロダクツ・トッパン・フォームズ社（タイ）との連携の強化により、ビ

ジネスフォームやＤＰＳなどの印刷事業、ＩＣカードやＲＦＩＤなどのＩＣＴ事業を中心に、ＡＳＥＡＮ市場の

開拓を強化してまいります。

　また、香港・シンガポール市場においては、グループ各社の既存顧客へのクロスセルを推進するとともに、Ｉ

Ｔ新製品の拡販の強化などにより、市場シェアを拡大してまいります。

　さらに、中国市場においては、浙江茉織華印刷有限公司との製造面、販売面における当社グループ各社との連

携により、上海、広州地域を中心に市場の開拓を進めてまいります。

　
２）経営基盤の強化

経営基盤の強化につきましては、製造拠点の集約、生産性の向上、低コスト材料の開発、最適生産体制の確立など

により、製造コストのさらなる削減を推進し、収益力の強化を図ってまいります。

また、企業の社会的責任（ＣＳＲ）につきましては、当社を取り巻く全てのステークホルダーに対して社会的責任

を果たしていくという基本的な認識のもと、部門ごとのテーマを設定し、ＣＳＲ活動を推進してまいります。

　特に、少子高齢化による人口減少や国内外のグローバル化の進展などに伴い、多様化する市場への対応も含め、ダ

イバーシティを活かす施策の推進を優先順位の高い経営課題と捉えており、その中でも女性の活躍推進に積極的に取

り組んでまいります。

さらに、個人情報取扱事業者として顧客からの信頼を揺るぎないものとするため、製品・サービスのさらなる品質

向上を図るとともに、専門委員会による情報セキュリティー施策の全社的な展開により、情報管理体制を一層強化し

てまいります。当社は他社に先駆けて事業継続マネジメントシステムの国際規格ＩＳＯ２２３０１の認証を取得しま

したが、今後、その適用範囲をさらに拡大し、体制の強化を図ることにより、安定して顧客業務が受託できる体制の

構築を目指してまいります。

　加えて、地球環境の保全が全人類の重要課題であることを認識し、生物多様性の観点も取り込む形で環境マネジメ

ントシステム（ＥＭＳ）を推進し、事業活動における環境負荷の低減を図るとともに、環境配慮型製品の開発・提供

を通じて環境保全に貢献してまいります。

　コンプライアンス、内部統制の強化などの課題につきましては、法令の遵守はもとより、企業倫理を高める活動を

継続的に推進してまいります。これらを実現するために、専門部署を中心として全社的な内部統制システムを運用、

整備し、さらなる充実を図ってまいります。
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 39,819 37,734

受取手形及び売掛金 ※3 42,347 ※3 49,625

有価証券 3,638 1,654

商品及び製品 8,058 8,010

仕掛品 974 1,089

原材料及び貯蔵品 2,135 2,398

前払費用 1,174 1,457

繰延税金資産 2,322 2,268

その他 2,200 1,992

貸倒引当金 △239 △206

流動資産合計 102,431 106,023

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 58,648 62,391

減価償却累計額及び減損損失累計額 △27,185 △27,695

建物及び構築物（純額） 31,462 34,695

機械装置及び運搬具 71,939 74,019

減価償却累計額及び減損損失累計額 △61,362 △63,936

機械装置及び運搬具（純額） 10,577 10,083

工具、器具及び備品 11,559 13,920

減価償却累計額及び減損損失累計額 △8,942 △10,181

工具、器具及び備品（純額） 2,616 3,738

土地 22,630 22,496

リース資産 316 392

減価償却累計額 △292 △365

リース資産（純額） 24 27

建設仮勘定 3,906 2,169

有形固定資産合計 71,217 73,209

無形固定資産

のれん - 404

その他 3,958 4,859

無形固定資産合計 3,958 5,264

投資その他の資産

投資有価証券 ※1 17,125 ※1 17,342

長期貸付金 209 226

長期前払費用 271 209

敷金及び保証金 1,722 1,690

保険積立金 2,140 2,215

繰延税金資産 1,242 1,378

その他 616 807

貸倒引当金 △423 △362

投資その他の資産合計 22,904 23,507

固定資産合計 98,080 101,981

資産合計 200,512 208,004
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3 20,420 ※3 22,195

電子記録債務 ※3 5,323 ※3 6,873

短期借入金 283 317

リース債務 21 23

未払費用 3,930 5,203

未払法人税等 2,005 1,755

未払消費税等 483 608

賞与引当金 4,365 4,982

役員賞与引当金 57 66

資産除去債務 208 79

設備関係支払手形 ※3 918 ※3 1,144

営業外電子記録債務 ※3 3,867 ※3 1,177

その他 5,146 4,251

流動負債合計 47,031 48,677

固定負債

リース債務 29 34

繰延税金負債 114 131

退職給付引当金 2,505 ―

退職給付に係る負債 ― 3,080

役員退職慰労引当金 156 245

資産除去債務 411 420

その他 ― 105

固定負債合計 3,217 4,018

負債合計 50,248 52,696

純資産の部

株主資本

資本金 11,750 11,750

資本剰余金 9,270 9,270

利益剰余金 131,932 136,478

自己株式 △4,916 △4,916

株主資本合計 148,035 152,582

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,970 1,972

為替換算調整勘定 △374 471

退職給付に係る調整累計額 ― △357

その他の包括利益累計額合計 1,596 2,087

新株予約権 13 ―

少数株主持分 619 638

純資産合計 150,264 155,308

負債純資産合計 200,512 208,004
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

売上高 243,798 261,410

売上原価 ※6 193,047 ※6 207,636

売上総利益 50,751 53,774

販売費及び一般管理費 ※1,※2 38,865 ※1,※2 41,504

営業利益 11,886 12,270

営業外収益

受取利息 149 149

受取配当金 229 354

持分法による投資利益 ― 81

為替差益 21 11

補助金収入 51 324

受取家賃 85 103

保険返戻金 110 24

その他 198 319

営業外収益合計 847 1,368

営業外費用

支払利息 8 5

持分法による投資損失 111 ―

保険解約損 118 53

賃貸費用 68 68

貸倒引当金繰入額 14 7

その他 119 194

営業外費用合計 440 328

経常利益 12,293 13,309

特別利益

持分変動利益 ― 108

投資有価証券売却益 197 0

新株予約権戻入益 20 13

その他 2 19

特別利益合計 220 141

特別損失

固定資産売却損 ※3 42 ※3 33

減損損失 ※8 72 ※8 ―

固定資産除却損 ※4 293 ※4 514

投資有価証券評価損 103 0

事業所移転費用 105 ※7 669

固定資産処分損 ※5 151 ※5 136

その他 68 51

特別損失合計 836 1,404

税金等調整前当期純利益 11,677 12,046

法人税、住民税及び事業税 4,505 4,386

法人税等調整額 △30 346

法人税等合計 4,474 4,733

少数株主損益調整前当期純利益 7,202 7,313

少数株主利益又は少数株主損失（△） 93 △7

当期純利益 7,109 7,321
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 7,202 7,313

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,691 2

為替換算調整勘定 433 893

持分法適用会社に対する持分相当額 29 △47

その他の包括利益合計 ※1 2,154 ※1 848

包括利益 9,356 8,162

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 9,257 8,169

少数株主に係る包括利益 98 △7
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

(単位：百万円)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 11,750 9,270 127,597 △4,916 143,701

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △2,774 　 △2,774

当期純利益 　 　 7,109 　 7,109

自己株式の取得 　 　 　 △0 △0

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
　 　 　 　 　

当期変動額合計 ― ― 4,334 △0 4,334

当期末残高 11,750 9,270 131,932 △4,916 148,035

　

その他の包括利益累計額

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 285 △837 ― △552 33 533 143,716

当期変動額 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △2,774

当期純利益 　 　 　 　 　 7,109

自己株式の取得 　 　 　 　 　 △0

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
1,685 462 ― 2,148 △20 85 2,213

当期変動額合計 1,685 462 ― 2,148 △20 85 6,547

当期末残高 1,970 △374 ― 1,596 13 619 150,264
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当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：百万円)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 11,750 9,270 131,932 △4,916 148,035

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △2,774 　 △2,774

当期純利益 　 　 7,321 　 7,321

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
　 　 　 　 　

当期変動額合計 ― ― 4,546 ― 4,546

当期末残高 11,750 9,270 136,478 △4,916 152,582

　

その他の包括利益累計額

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 1,970 △374 ― 1,596 13 619 150,264

当期変動額 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △2,774

当期純利益 　 　 　 　 　 7,321

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
1 846 △357 490 △13 19 497

当期変動額合計 1 846 △357 490 △13 19 5,043

当期末残高 1,972 471 △357 2,087 ― 638 155,308
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 11,677 12,046

減価償却費 7,469 8,374

減損損失 72 ―

のれん償却額 ― 101

固定資産除却損 293 514

固定資産売却損益（△は益） 42 29

投資有価証券評価損益（△は益） 103 0

投資有価証券売却損益（△は益） △192 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） 40 △145

退職給付引当金の増減額（△は減少） △155 △2,795

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） ― 2,509

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 15 8

賞与引当金の増減額（△は減少） 248 286

受取利息及び受取配当金 △379 △503

支払利息 8 5

保険返戻金 △110 △24

持分法による投資損益（△は益） 111 △81

売上債権の増減額（△は増加） 5,035 △4,311

たな卸資産の増減額（△は増加） △80 104

仕入債務の増減額（△は減少） △1,900 2,348

未払又は未収消費税等の増減額 △744 206

その他 △64 △421

小計 21,490 18,252

利息及び配当金の受取額 376 494

利息の支払額 △6 △5

法人税等の支払額 △4,677 △4,860

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,183 13,881

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △800 ―

定期預金の預入による支出 △50 △53

定期預金の払戻による収入 24 50

有形固定資産の取得による支出 △6,797 △13,227

有形固定資産の売却による収入 41 179

投資有価証券の取得による支出 △3,396 △2,484

投資有価証券の売却及び償還による収入 2,545 2,111

関係会社株式の取得による支出 △455 ―

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得に
よる支出

― △1,475

その他の支出 △1,567 △2,275

その他の収入 1,634 1,248

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,822 △15,926
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △70 △15

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △39 △29

長期借入金の返済による支出 △51 ―

配当金の支払額 △2,774 △2,774

少数株主からの払込みによる収入 ― 160

少数株主への配当金の支払額 △13 △15

その他 △0 ―

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,950 △2,675

現金及び現金同等物に係る換算差額 184 196

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,594 △4,523

現金及び現金同等物の期首残高 36,610 42,204

現金及び現金同等物の期末残高 42,204 37,681
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１ 連結の範囲に関する事項

連結子会社数 22社（前連結会計年度 21社）

すべての子会社を連結しております。

主要な連結子会社名

トッパン・フォームズ・セントラルプロダクツ㈱、トッパン・フォームズ東海㈱、トッパン・フォームズ・サービ

ス㈱、トッパン・フォームズ関西㈱、トッパン・フォームズ西日本㈱、山陽トッパン・フォームズ㈱、㈱トスコ、ト

ッパン・フォームズ(香港)社、トッパン・フォームズ(シンガポール)社、トッパン・フォームズ・オペレーション

㈱、テクノ・トッパン・フォームズ㈱、ＴＦペイメントサービス㈱、㈱ジェイ エスキューブ

株式会社ジェイ エスキューブについては、平成25年４月１日付で新たに株式を取得したため、連結の範囲に含め

ております。

　

２ 持分法の適用に関する事項

持分法を適用している会社

関連会社数 ４社（前連結会計年度 ７社）

すべての関連会社に持分法を適用しております。

主要な関連会社はデータ・プロダクツ・トッパン・フォームズ社であります。

　
株式会社ティエフメディエイト、ディープコミュニケーションエンジニアリング株式会社及び北京トッパン・フォ

ームズ社については、当社が保有する同社株式を売却し、関連会社ではなくなったため、持分法の適用対象から除外

しております。

　

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、Ｔ．Ｆ．カンパニー社、他８社の決算日は12月31日であります。連結財務諸表の作成にあたっ

ては、同日現在における各社の財務諸表を使用しておりますが、連結決算日との間に生じた重要な取引については、

連結決算上必要な調整を行っております。

　

４ 会計処理基準等に関する事項

(１) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

ａ 満期保有目的の債券

償却原価法

ｂ その他有価証券

１ 時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は主として総平均法により算定)

２ 時価のないもの

主として総平均法による原価法

なお、投資事業有限責任組合およびそれに類する組合への出資(金融商品取引法第２条第２項により有価証

券とみなされるもの)については、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎

とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっております。

② デリバティブ

時価法
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③ たな卸資産

ａ 商品(サプライ)・原材料・貯蔵品

主として先入先出法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法)

ｂ 商品(機器)・製品・仕掛品

主として個別法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法)

　

(２) 重要な減価償却資産の減価償却方法

① 有形固定資産(リース資産を除く)

主として法人税法の規定に基づく定率法によっております。

ただし、当社および国内連結子会社については、平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除く)

については、定額法を採用しております。

② 無形固定資産(リース資産を除く)

主として法人税法の規定に基づく定額法によっております。

なお、当社および国内連結子会社における自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間

(主として５年)に基づく定額法を採用しております。

③ リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリース取

引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

④ 長期前払費用

均等償却によっております。なお、主な償却期間は５年であります。

　

(３) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支給見込額のうち、当連結会計年度において負担すべき見積額を計上しており

ます。

③ 役員賞与引当金

当社は、役員賞与の支出に備えて、当連結会計年度における支給見込額を計上しております。

④ 役員退職慰労引当金

国内連結子会社は、役員の退職慰労金の支給に充てるため、内規に基づく連結会計年度末要支給額を計上して

おります。

また、当社は平成18年６月29日開催の定時株主総会の日をもって、役員退職慰労金制度を廃止しております。

なお、当該総会までの在任期間に対応する役員退職慰労金相当額については、役員退職慰労引当金に計上してお

ります。

(４) 退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については期

間定額法によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（15年）による定額法により費用

処理しております。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主とし

て15年)による定額法により翌連結会計年度から費用処理することとしております。
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(５) 重要な収益及び費用の計上基準

完成工事高及び完成工事原価の計上基準

① 当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事

工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)

② その他の工事

工事完成基準

　

(６) 重要な外貨建ての資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。

なお、在外子会社等の資産および負債並びに収益および費用は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換

算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めております。

　

(７) 重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

主として、繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約については振当処理の要件を満たしてい

る場合は振当処理を、金利スワップについては特例処理の要件を満たしている場合は特例処理を採用してお

ります。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

ａ 為替予約

外貨建金銭債権債務および外貨建予定取引

ｂ 金利スワップ

借入金

③ ヘッジ方針

主として、当社の財務本部の管理のもとに、将来の為替・金利変動リスク回避のためにヘッジを行う方針であ

ります。

④ ヘッジの有効性評価の方法

ヘッジ対象の相場変動またはキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動またはキャッシュ・フロ

ー変動の累計を比較し、その変動額の比率によって有効性を評価しております。

　

(８) のれんの償却方法及び償却期間

のれんの償却は、投資効果の発現する期間にわたり均等償却を行っております。

　

(９) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、

かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資からなっております。

　

(10) その他の連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及び

「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」

という。）を、当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に

掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上する方法に変

更し、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る負債に計上いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計

年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減しております。

この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が3,080百万円計上されております。また、その他の包括

利益累計額が357百万円減少しております。

なお、１株当たり情報に与える影響は当該箇所に記載しております。

(連結貸借対照表関係)

※１ 関連会社に対するものは、次のとおりであります。

　
　 前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当連結会計年度

(平成26年３月31日)

投資有価証券(株式) 1,399百万円 1,681百万円

　

２ 偶発債務

　
　 前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当連結会計年度

(平成26年３月31日)

従業員住宅借入金保証 4百万円 2百万円

　

　
　
※３ 期末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形を満期日に決済が行われたものと

して処理しております。

　
　 前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当連結会計年度

(平成26年３月31日)

受取手形 261百万円 ―百万円

支払手形 89 〃 ― 〃

電子記録債務 2 〃 ― 〃

設備関係支払手形 12 〃 ― 〃

営業外電子記録債務 0 〃 ― 〃
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(連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

支払運賃 6,447百万円 6,894百万円

役員報酬・従業員給与諸手当 13,225 〃 14,498 〃

退職給付費用 766 〃 696 〃

賞与引当金繰入額 1,605 〃 2,071 〃

役員賞与引当金繰入額 57 〃 66 〃

役員退職慰労引当金繰入額 30 〃 28 〃

減価償却費 1,780 〃 2,076 〃

賃借料 1,572 〃 1,533 〃

研究開発費 2,074 〃 1,927 〃

※２ 一般管理費に含まれる研究開発費は、次のとおりであります。

　

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

2,074百万円 1,927百万円

※３ 固定資産売却損の内訳は、次のとおりであります。

　

　
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

土地 ―百万円 33百万円

機械装置及び運搬具 41 〃 ― 〃

工具、器具及び備品 0 〃 ― 〃

ソフトウエア 0 〃 ― 〃

計 42百万円 33百万円

※４ 固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

　

　
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

建物及び構築物 136百万円 430百万円

機械装置及び運搬具 125 〃 56 〃

工具、器具及び備品 15 〃 4 〃

ソフトウエア 11 〃 1 〃

建設仮勘定 4 〃 ― 〃

その他 0 〃 21 〃

計 293百万円 514百万円

※５ 固定資産処分損

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

固定資産処分損の主なものは、日野第１工場解体工事関連費用149百万円であります。

　
当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

固定資産処分損の主なものは、大阪工場旧棟解体工事関連費用130百万円であります。
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※６ 売上原価に含まれている工事損失引当金繰入額は、次のとおりであります。

　

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

△0百万円 0百万円

※７ 事業所移転費用

当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

事業所移転費用は、当社及び連結子会社のグループデータセンター及び工場再編の費用であります。

※８ 減損損失

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

場所 用途 種類

潮見センター
東京都江東区

工場

建物及び構築物
機械装置及び運搬具
工具、器具及び備品
ソフトウエア

本社他
東京都港区他

遊休資産 電話加入権

　
　当社グループは、原則として事業用資産については各工場を、遊休資産についてはそれぞれ個別の物件を単

位としてグルーピングを行っており、回収可能価額の算定にあたっては、原則として遊休資産は正味売却価

額、その他の資産は使用価値を適用しております。

　前連結会計年度において、上記潮見センターについては、移転に伴い当該工場の固定資産のうち将来の使用

見込がなく廃棄することが見込まれるものについて、帳簿価額を備忘価額まで減額し、当該減少額を減損損失

（30百万円）として特別損失に計上しております。また、電話加入権を休止したことから、遊休資産となり、

将来キャッシュ・フローにより簿価の全額が回収できないため減損損失（42百万円）を認識しております。

　減損損失の内訳は、建物及び構築物15百万円、機械装置及び運搬具１百万円、工具、器具及び備品８百万

円、ソフトウエア４百万円、電話加入権42百万円であります。

当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

該当事項はありません。
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(連結包括利益計算書関係)

※１ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

　 （百万円）

　
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

その他有価証券評価差額金 　 　

当期発生額 2,570 3

組替調整額 44 0

税効果調整前 2,615 4

税効果額 △923 △2

その他有価証券評価差額金 1,691 2

為替換算調整勘定 　 　

当期発生額 433 893

持分法適用会社に対する持分相当額 　 　

当期発生額 29 △71

組替調整額 ― 23

持分法適用会社に対する持分相当額 29 △47

その他の包括利益合計 2,154 848

　

(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

１ 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

　
当連結会計年度期首

株式数(千株)
当連結会計年度
増加株式数(千株)

当連結会計年度
減少株式数(千株)

当連結会計年度末
株式数(千株)

発行済株式 　 　 　 　

普通株式 115,000 ― ― 115,000

合計 115,000 ― ― 115,000

自己株式 　 　 　 　

普通株式 4,003 0 ― 4,003

合計 4,003 0 ― 4,003

　
（変動事由の概要）

普通株式の自己株式の株式数の増加０千株は、単元未満株式の買取りによる増加87株であります。

２ 新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数(千株) 当連結会計
年度末残高
(百万円)当連結会計

年度期首
当連結会計
年度増加

当連結会計
年度減少

当連結会計
年度末

提出会社
(親会社)

ストック・オプショ
ンとしての新株予約
権

― ― ― ― ― 13

合計 ― ― ― ― ― 13
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３ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 1,387 12.5 平成24年３月31日 平成24年６月29日

平成24年10月26日
取締役会

普通株式 1,387 12.5 平成24年９月30日 平成24年12月10日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,387 利益剰余金 12.5 平成25年３月31日 平成25年６月28日

当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

１ 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

　
当連結会計年度期首

株式数(千株)
当連結会計年度
増加株式数(千株)

当連結会計年度
減少株式数(千株)

当連結会計年度末
株式数(千株)

発行済株式 　 　 　 　

普通株式 115,000 ― ― 115,000

合計 115,000 ― ― 115,000

自己株式 　 　 　 　

普通株式 4,003 ― ― 4,003

合計 4,003 ― ― 4,003

２ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,387 12.5 平成25年３月31日 平成25年６月28日

平成25年10月25日
取締役会

普通株式 1,387 12.5 平成25年９月30日 平成25年12月9日

　
(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,387 利益剰余金 12.5 平成26年３月31日 平成26年６月30日
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりでありま

す。

　

　
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

現金及び預金 39,819百万円 37,734百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △50 〃 △53 〃

有価証券勘定 2,434 〃 ― 〃

現金及び現金同等物 42,204百万円 37,681百万円

　

※２ 株式の取得により新たに連結子会社となった会社の資産及び負債の主な内訳

当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

株式の取得により新たに株式会社ジェイ エスキューブを連結したことに伴う連結開始時の資産及び負債の主な内訳

並びに同社株式の取得価額と取得のための支出（純額）との関係は次のとおりであります。

　

流動資産 5,501百万円

固定資産 1,442 〃

のれん 505 〃

流動負債 △2,929 〃

固定負債 △620 〃

株式の取得価額 3,900百万円

現金及び現金同等物 △2,424 〃

差引：取得のための支出 1,475百万円
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(有価証券関係)

１ 満期保有目的の債券

前連結会計年度(平成25年３月31日)

種類
連結貸借対照表計上額

(百万円)
時価(百万円) 差額(百万円)

時価が連結貸借対照
表計上額を超えるも
の

(1) 国債・地方債等 ― ― ―

(2) 社債 2,698 2,735 36

(3) その他 500 500 0

小計 3,198 3,235 37

時価が連結貸借対照
表計上額を超えない
もの

(1) 国債・地方債等 ― ― ―

(2) 社債 3,010 2,742 △267

(3) その他 300 300 ―

小計 3,310 3,042 △267

合計 6,509 6,278 △230

当連結会計年度(平成26年３月31日)

種類
連結貸借対照表計上額

(百万円)
時価(百万円) 差額(百万円)

時価が連結貸借対照
表計上額を超えるも
の

(1) 国債・地方債等 ― ― ―

(2) 社債 3,707 3,744 36

(3) その他 ― ― ―

小計 3,707 3,744 36

時価が連結貸借対照
表計上額を超えない
もの

(1) 国債・地方債等 ― ― ―

(2) 社債 2,748 2,579 △168

(3) その他 ― ― ―

小計 2,748 2,579 △168

合計 6,455 6,323 △131

２ その他有価証券

前連結会計年度(平成25年３月31日)

種類
連結貸借対照表計上額

(百万円)
取得原価(百万円) 差額(百万円)

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
るもの

(1) 株式 6,897 3,804 3,092

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 1,687 1,657 30

小計 8,585 5,461 3,123

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
ないもの

(1) 株式 942 1,010 △67

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 2,748 2,778 △29

小計 3,691 3,788 △97

合計 12,276 9,250 3,026
　
(注) 非上場株式(連結貸借対照表計上額 577百万円)については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難

と認められることから、上記の「その他有価証券」には含めておりません。
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当連結会計年度(平成26年３月31日)

種類
連結貸借対照表計上額

(百万円)
取得原価(百万円) 差額(百万円)

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
るもの

(1) 株式 7,266 4,218 3,048

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 2,114 2,058 55

小計 9,381 6,277 3,104

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
ないもの

(1) 株式 601 641 △39

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 592 626 △34

小計 1,193 1,267 △74

合計 10,574 7,545 3,029
　
(注) 非上場株式等(連結貸借対照表計上額 284百万円)については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて

困難と認められることから、上記の「その他有価証券」には含めておりません。

　
　

３ 連結会計年度中に売却したその他有価証券

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

種類
売却額
(百万円)

売却益の合計額
(百万円)

売却損の合計額
(百万円)

(1) 株式 284 167 0

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 261 30 3

合計 546 197 4

　
当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

種類
売却額
(百万円)

売却益の合計額
(百万円)

売却損の合計額
(百万円)

(1) 株式 0 0 ―

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 2,479 0 0

合計 2,479 0 0

４ 減損処理を行った有価証券

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

その他有価証券の株式について102百万円減損処理を行っております。

　
当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

該当事項はありません。

　
なお、減損処理にあたっては、当連結会計年度末日における当該有価証券の時価が、帳簿価額に対して50％以

上下落した場合には「著しい下落」があったものとして減損処理を行っております。

また、帳簿価額に対する時価の下落率50％未満であっても、当該有価証券の過去２年間の株価推移等を勘案し

て、一時的な下落と認められないものについては、減損処理を行っております。
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(退職給付関係)

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

１ 採用している退職給付制度の概要

当社及び国内連結子会社は、確定給付型の制度として、退職年金規程または退職金規程に基づいた退職金制度ま

たは退職一時金制度を採用しており、当社と主要な国内連結子会社９社は、その給付の全額を外部拠出の確定給付

企業年金に移行しております。

なお、海外連結子会社は確定給付型の退職金制度は採用しておりません。

　
２ 退職給付債務及びその内訳

　 (百万円)

(1) 退職給付債務 △30,448

(2) 年金資産 (注)１ 25,360

(3) 未積立退職給付債務(1)＋(2) △5,088

(4) 未認識数理計算上の差異 5,406

(5) 未認識過去勤務債務 △2,823

(6) 連結貸借対照表計上額純額(3)＋(4)＋(5) △2,505

(7) 前払年金費用 ―

(8) 退職給付引当金(6)－(7) △2,505
　

(注) １ 年金資産には、退職給付信託における年金資産額を1,809百万円含んでおります。

２ 一部の子会社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。

　
３ 退職給付費用の内訳

　 (百万円)

(1) 勤務費用 1,596

(2) 利息費用 574

(3) 期待運用収益 △620

(4) 数理計算上の差異の費用処理額 878

(5) 過去勤務債務の費用処理額 △347

(6) 退職給付費用(1)＋(2)＋(3)＋(4)＋(5) 2,081
　

(注) 簡便法を採用している連結子会社の退職給付費用は「(1) 勤務費用」に計上しております。

　
４ 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

(1) 割引率 1.9％

(2) 期待運用収益率 2.9％

(3) 退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準

(4) 過去勤務債務の処理年数 15年

(5) 数理計算上の差異の処理年数 15年
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当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

１ 採用している退職給付制度の概要

当社及び国内連結子会社は、確定給付型の制度として、退職年金規程または退職金規程に基づいた退職金制度、

規約型確定給付企業年金制度及び退職一時金制度を採用しており、当社と主要な国内連結子会社９社は、その給付

の全額を外部拠出の確定給付年金に移行しております。

一部の連結子会社は、複数事業主制度による総合型厚生年金に加入しております。

なお、海外連結子会社は確定給付型の退職金制度は採用しておりません。

　
２ 確定給付制度

(１) 退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

退職給付債務の期首残高 30,448百万円

勤務費用 1,656 〃

利息費用 587 〃

数理計算上の差異の当期発生額 15 〃

退職給付の支払額 △1,680 〃

企業結合の影響による増減額 822 〃

その他 2 〃

退職給付債務の期末残高 31,853 〃

　

(２) 年金資産の期首残高と期末残高の調整表

年金資産の期首残高 25,360百万円

期待運用収益 687 〃

数理計算上の差異の当期発生額 1,619 〃

事業主からの拠出額 2,365 〃

退職給付の支払額 △1,669 〃

企業結合の影響による増減額 409 〃

年金資産の期末残高 28,772 〃

　

(３) 退職給付債務及び年金資産の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負債及び退職給付に

係る資産の調整表

積立型制度の退職給付債務 31,050百万円

年金資産 28,772 〃

2,277 〃

非積立型制度の退職給付債務 802 〃

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 3,080 〃

退職給付に係る負債 3,080 〃

退職給付に係る資産 ― 〃

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 3,080 〃
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(４) 退職給付費用及びその内訳項目の金額

勤務費用 1,656百万円

利息費用 587 〃

期待運用収益 △687 〃

数理計算上の差異の当期の費用処理額 782 〃

過去勤務費用の当期の費用処理額 △347 〃

確定給付制度に係る退職給付費用 1,992 〃

　

(５) 退職給付に係る調整累計額

退職給付に係る調整累計額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。

未認識過去勤務費用 2,475百万円

未認識数理計算上の差異 △3,046 〃

　 合 計 △570 〃

　

(６) 年金資産に関する事項

　① 年金資産の主な内訳

年金資産合計に対する主な分類ごとの比率は、次のとおりであります。

債 券 40.5％

株 式 34.2％

現金及び預金 0.4％

その他 24.8％

　 合 計 100.0％
　

　（注）年金資産合計には、企業年金制度に対して設定した退職給付信託が7.6%含まれております。

　
　② 長期期待運用収益率の設定方法

年金資産の長期期待運用収益率を決定するため、現在及び予想される年金資産の配分と、年金資産を構成す

る多様な資産からの現在及び将来期待される長期の収益率を考慮しております。

　

（７）数理計算上の計算基礎に関する事項

　当連結会計年度における主要な数理計算上の計算基礎（加重平均で表している。）

割引率 1.9％

長期期待運用収益率 2.9％
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(税効果会計関係)

　１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

　
当連結会計年度

(平成26年３月31日)
繰延税金資産 　 　 　

賞与引当金 1,644百万円 　 1,773百万円

未払事業税 237 〃 　 200 〃

減価償却費損金算入限度超過額 51 〃 　 47 〃

退職給付引当金 1,199 〃 　 ― 〃

　退職給付に係る負債 ― 〃 1,371 〃

役員退職慰労引当金 58 〃 　 89 〃

貸倒引当金損金算入限度超過額 146 〃 　 143 〃

投資有価証券等評価損 435 〃 　 360 〃

会員権評価損 172 〃 　 147 〃

資産除去債務 172 〃 　 170 〃

連結子会社繰越欠損金 297 〃 　 277 〃

減損損失 248 〃 　 46 〃

その他 445 〃 　 645 〃

繰延税金資産小計 5,109百万円 　 5,273百万円

評価性引当額 △446 〃 　 △536 〃

繰延税金資産合計 4,662百万円 　 4,737百万円

　 　 　 　

繰延税金負債 　 　 　

未分配剰余金 △17 〃 　 △20 〃

その他有価証券評価差額金 △1,073 〃 　 △1,075 〃

海外子会社減価償却費 △87 〃 　 △96 〃

その他 △35 〃 　 △29 〃

繰延税金負債合計 △1,213 〃 　 △1,221 〃

繰延税金資産(負債)の純額 3,449百万円 　 3,515百万円
　

(注) 前連結会計年度及び当連結会計年度における繰延税金資産(負債)の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に含ま

れております。
　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
　

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

流動資産－繰延税金資産 2,322百万円 　 2,268百万円

固定資産－繰延税金資産 1,242 〃 　 1,378 〃

固定資産－繰延税金負債 △114 〃 　 △131 〃
　

２ 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主要な項目別の内訳

　
　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異が法定実効税率の100分の５以下であるため、注記

を省略しております。
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(企業結合等関係)

取得による企業結合

(１) 企業結合の概要

① 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 株式会社ジェイ エスキューブ

事業の内容 ドキュメントアウトソーシング事業、機器ソリューション事業、スタッフサービス事業

　
② 企業結合を行った主な理由

株式会社ジェイ エスキューブは、紙文書の電子化など、スキャニング・エントリーといった入力分野で業

界屈指の技術とノウハウを保有しており、情報の出力分野で強みを持つ当社と、入力分野に強みを持つ株式

会社ジェイ エスキューブが融合することで、ビジネスプロセスアウトソーシング事業において付加価値のあ

るビジネス展開を期待でき、かつ、当社グループの企業価値を高められることから、株式を取得しました。

　
③ 企業結合日

平成25年４月１日

　

④ 企業結合の法的形式

現金を対価とした株式取得

　

⑤ 結合後企業の名称

株式会社ジェイ エスキューブ

　

⑥ 取得した議決権比率

企業結合直前に所有していた議決権比率 0％

取得後の議決権比率 100％

　

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したことによるものであります。

(２) 連結財務諸表に含まれる被取得企業の業績の期間

平成25年４月１日から平成26年３月31日まで

　
(３) 被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 3,800百万円

取得に直接要した費用 100 〃

取得原価 3,900 〃

　
(４) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

① 発生したのれんの金額

505百万円

　

② 発生原因

期待される将来の収益力に関連して発生したものであります。

　

③ 償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却

(５) 企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 5,501百万円

固定資産 1,442 〃

資産合計 6,943 〃

流動負債 2,929 〃

固定負債 620 〃

負債合計 3,549 〃
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(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、本社に製品・サービス別の包括的な戦略立案部門を置き、事業活動を展開しております。

したがって当社は、製品・サービス別の事業を基礎としたセグメントから構成されており、「印刷事業」及び「商

品事業」の２つを報告セグメントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「印刷事業」は、印刷、加工の製造設備をもって各種製品を生産しております。「商品事業」は、商品販売、機器

販売、用役サービスを行っております。

　
２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価

格に基づいております。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

　 　 (単位：百万円)

　
報告セグメント 調整額

(注)１

連結財務諸
表計上額
(注)２印刷事業 商品事業 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 196,883 46,915 243,798 ― 243,798

セグメント間の内部
売上高又は振替高

800 919 1,719 △1,719 ―

計 197,683 47,834 245,518 △1,719 243,798

セグメント利益又は損失(△) 14,553 △681 13,872 △1,985 11,886

セグメント資産 152,448 15,979 168,427 32,084 200,512

その他の項目 　 　 　 　 　

減価償却費 7,222 195 7,417 52 7,469

減損損失 38 ― 38 34 72

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

12,990 7 12,997 ― 12,997

　
(注) １ 調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,985百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

△1,985百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(2) セグメント資産のうち調整額の項目に含めた全社資産の金額は32,084百万円であります。

その主なものは、当社での余資運用資金（定期、通知預金等）、長期投資資金（投資有価証券等）等の

資産であります。

(3) 減損損失の調整額34百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産の減損損失であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

　 　 (単位：百万円)
　 報告セグメント 調整額

(注)１

連結財務諸
表計上額
(注)２印刷事業 商品事業 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 205,945 55,464 261,410 ― 261,410

セグメント間の内部
売上高又は振替高

706 1,260 1,967 △1,967 ―

計 206,652 56,725 263,378 △1,967 261,410

セグメント利益又は損失(△) 13,784 △92 13,692 △1,422 12,270

セグメント資産 160,115 18,722 178,837 29,167 208,004

その他の項目 　 　 　 　 　

減価償却費 7,970 349 8,320 54 8,374

減損損失 ― ― ― ― ―

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

10,218 57 10,276 ― 10,276

　
(注) １ 調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,422百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

△1,422百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(2) セグメント資産のうち調整額の項目に含めた全社資産の金額は29,167百万円であります。

その主なものは、当社での余資運用資金（定期、通知預金等）、長期投資資金（投資有価証券等）等の

資産であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

　
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

１株当たり純資産額 1,348.07円 1,393.46円

１株当たり当期純利益金額 64.05円 65.96円

　
(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

２ 「会計方針の変更」に記載のとおり、退職給付会計基準等を適用し、退職給付会計基準第37項に定める

経過的な取扱いに従っております。

この結果、当連結会計年度の１株当たり純資産額が、3.22円減少しております。

３ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

１株当たり当期純利益金額 　 　

損益計算上の当期純利益(百万円) 7,109 7,321

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(百万円) 7,109 7,321

普通株式の期中平均株式数(千株) 110,996 110,996

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり当期純利益の算定に含まれなかった
潜在株式の概要

ストックオプションに係る
新株予約権(新株予約権の数
830個、株式数83千株)

―

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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